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会         議        記         録 

会議の名称 
京都スタジアム（仮称） 

検討特別委員会（第２０回） 

会議場所 全員協議会室 

担当職員 鈴木 

日 時 平成２９年９月２９日（金曜日） 
開 議  午前 １０時４５分 

閉 議  午前 １０時５９分 

出席委員 
◎木曽 ○藤本 三上 山本 平本 福井 齊藤 菱田 小島 馬場 明田 

石野 ＜湊議長＞ 

執行機関出席者  

事務局出席者  片岡事務局長、鈴木議事調査係長  

傍 聴 市民１名 報道関係者０名 議員４名（酒井、小川、奥野、西口） 

 

会  議  の  概  要 

 
                              １０：４５ 

１ 開議（木曽委員長 あいさつ） 

＜木曽委員長＞ 
 明田委員から本日の会議に出席できる旨の報告があったので、承知いただき

たい。 
 

２ 委員長報告の確認 

[木曽委員長 委員長報告朗読] 

＜木曽委員長＞ 

 委員長報告について意見はないか。 

＜馬場委員＞ 

 ４ページの「スタジアムの土地の買収自体が」を「スタジアムの土地の無償

貸付自体が」と変更してはどうか。 

＜木曽委員長＞ 

 そのように整理してよいか。 

―全員了― 

＜木曽委員長＞ 

 ２ページに「希少種の生息環境保全等に寄与すること等」とあるが、「アユモ

ドキ等の生息環境保全等に寄与すること等」としてはどうかと考える。どの

ように考えるか意見を聞きたい。 

＜馬場委員＞ 

 希少種が豊富にいる場所であるので、私は最初の表現のままでよいと考える。 

＜菱田委員＞ 

 この部分は理事者の答弁であり、議事録をチェックして、それに合わせるこ

ととして正・副委員長に一任してはどうか。 

＜藤本副委員長＞ 

 「アユモドキ等希少種の生息環境保全等」としてはどうか。 

＜馬場委員＞ 
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 答弁の内容であるので、菱田委員の意見のようにしてはどうか。 

＜木曽委員長＞ 

 答弁内容に合わせることでよいか。 

―全員了― 

 

３ 議会だより原稿の確認 

＜木曽委員長＞ 

 議会だよりについて意見はないか。 

＜馬場委員＞ 

面積を記載してはどうか。議案にはどのように記載されていたのか。 

＜議事調査係長＞ 

 議案には本市所有分が９０１㎡、京都府との共有分が約５８，６９５㎡と記

載されており、さらに共有分については、亀岡市の持ち分が記載されている

ため、要約した形で記載している。 

＜木曽委員長＞ 

 割合まで書くこととなるので、記載しなくてもよいか。 

＜馬場委員＞ 

 記載しなくて結構である。 

＜木曽委員長＞ 

 この通り決定する。 

―全員了― 

 

４ 論点整理について 

＜木曽委員長＞ 

 京都スタジアム（仮称）検討特別委員会で、所管する論点整理表を配付して

いる。例えば、治水対策は桂川・支川対策特別委員会で所管することを既に

決定している。駅北土地区画整理事業、京都・亀岡保津川公園、アユモドキ

の保全については、それぞれの所管を表の通り整理してはどうかと考えるの

で、各委員の意見を聞きたい。 

＜小島委員＞ 

 提案の通りでよい。 

＜木曽委員長＞ 

 それでは、駅北土地区画整理事業と京都・亀岡保津川公園は、産業建設常任

委員会が、アユモドキの保全は環境厚生常任委員会が、それぞれ所管するこ

とで整理したい。審査過程の中で、質疑が出てくるかもしれないが、その場

合には適切に整理していきたいと考える。 

―全員了― 

１０：５９ 


